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第 一 章

皮膚 ガ無 損 傷 ノ献 態 二於 テモ或 ル種 ノ病 原 艘 ノ

侵 入 二封 シ完 塗 ナ ル保 護 的 被 覆 タ ラザ ル コ トハ

1862年Babes氏 ニ ヨ リテ 始 メ テ 謹 明 サ レタ

リ。 當 時癩 菌 ガ無 損 傷 皮 膚 ノ毛 嚢 ヲ通 過 シ得 ル

ト云 フ意 見 ア リタル テ以 テ、 氏 ハ癩 患 者 ノ皮 膚

ノ組 織 學 的検 査 ニ ヨ リ此 レテ認 メ タ リ。

而 シテ本 問題 二封 シー 般 ノ注 意 ラ引 クニ至 リシ

バ1885年 葡 萄歌 球 菌 テ 以 テ シタ ルGarr6s氏

ノ實 験 以 降 ナ リ。

氏 ハ急 性 骨 髄 炎 ノ病 竈 ヨ リ分 離 セル黄 色 葡 萄 駄

球 菌 テ全 ク完 全 ナ ル皮 膚 面 二塗 擦 シタ ル ニ翌 日

塗擦 部 位 二10個 程 ノ膿 萢 テ形 成 シ撒 日ニ シテ

定型 的痛 トナ リ所 囑 淋 巴腺 ノ腫 脹 テ來 セ リ。

其 ノ後 各 方 面 二於 テ連鎖 歌 球 菌 、 葡 萄駄 球 菌 、

脾 脱 疽 菌 、 馬 鼻 疽 菌、 「ペ ス ト」菌 、 難 「コ レ ラj

菌 、 鼠 「チ フ ス」菌 、 結 核 菌 等 二就 テ ノ實験 的 研

究 績 出 スル ニ 至 レ リ。

結 核菌 ノ皮膚 感 染 二關 シテ ハ1882年Kochノ

結 核 菌褒 見 ト共 二新 機 軸 テ劃 スル ニ至 レリ。

余 ハ 此塵 二於 テ皮 膚 二結 核 菌 ノ侵 人 スベ キ機 轄

ト其 レニ依 テ免 疫 的 研 究 ノ資 料 テ提 供 シ得 ベ キ

事 テ信 ジ研 究 二着 手 シタ リ。

本 研 究 ハ圭 トシ テ皮 膚 科 領 域 二於 テ研 究 サ レ皮

膚 結 核 ノ登 生 ト關聯 シ已 二 多撒 ノ學 者 ニ ヨ リ實

験 ガ行 ハ レタ リ。

Koch,Straus,Nagelschmidt,Klingmtiller

u.Halberst蕊dter,Lewandowsky,Comet,

perezu.Simocini,Manfrediu.Frisco,

緒 言

Fritsche,Nouri,Mayer,Babes,Fraenkel

Takeyau.Told氏 等 ハ 海 猿 或 ハ 家 兎 ラ用 ヒ

Krausu.KrenKrausu.Gross,Baermann

u.Halberst5dter氏 等 ハ猿 ラ用 ヒ テ 動物 實験

テ行 ヒタ ル モ是等 ノ實験 方法 ハ主 ト シテ塗擦 テ

行 ヒタ ル テ以 テ其 ノ成 績 ハ直 チ ニ首 肯 シ得 ズ。

KOηtgsfeld,加 藤 氏 等 ハ相 當 愼 重 ナ ル態 度 テ以

テ本 研 究 テ行 ヒタ ル モ ノ ト謂 フベ シ。 雨 者共 二

結 核 菌 ラ軍 二健 康 皮 膚 面 二塗 布 ス ル コ トニ依 リ

該 皮 膚 面 ニハ 何等 ノ病 的憂 化 テ褒 生 セ ズ容 易 二

皮 膚 テ通 過 ス ル コ トヲ立 謹 セ リ。

結 核 感 染 二際 シ結 核 菌 ハ其 ノ侵 入 門 戸 二於 テ必

ラ ズー定 ノ結 核 性 病 攣 ラ登 生 スベ キ モ ノナ リヤ

或 ハ全 然 病 壁 ラ起 ス コ トナ ク侵 入 シ得 ル モ ノナ

リヤ更 ラニ又 侵 入 シ タル結 核 菌 ハ必 ラズ、 所 風

淋 巴腺 テ侵 シ舷 二淋 巴腺 結 核 テ醸 成 シ然 ル後 、

更 ラニ淋 巴流 テ傳 ハ リテ血 申 二侵 入 スルモ ノナ

リヤ將 タ叉斯 ク ノ如 キ経 過 テ取 ラズ シテ直 チニ

血 中 二侵 入 シ増 殖 スル モ ノナ リヤ ハ最 モ議 論 ノ

中 心 トナ ル問題 ナ リ。

結 核 菌 ノ進 入 ス ル部 位 二愛 化 ヲ生 ズ ル モ ノナ リ

ヤ ニ就 テ

Baumgarten氏 ハ結 核 菌 ノ 侵 入 門 戸 二 於 テ明

白 ナ ル結 核 姓 攣 化登 生 ス ト述 ブ、 氏 ハ牛型 菌 含

有 牛 乳 ラ以 テ飼 育 セ ル家 兎 ノ腸 管 二就 テ ノ系統

的顯 微 鏡 的研 究 二於 テ菌 ハ腸 粘膜 ニ テ ハ檜 殖 セ

ズ、腸 壁 二侵 入 シ全 ク選 揮 的 二淋 巴 濾 胞 二集 リ

更 ラニ淋 巴 流 ラ介 シ腸 間膜 淋 巴腺 二導 カ ル。
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淋 巴濾胞 二集 マ レルー部 ノ結 核 菌 ハ其 慮 二定 着

シ定型 的結核 結 節 テ形 成 シ増 殖 ス ト。

同様 ナル硯究 ラ其 ノ弟子Tangl氏 モ行 ヒ其 ノ

正 シキ コ トテ立 謹 セ リ。(Dasv.Baumgarten-

TanglscheLokalisationsgesetz)

Ghon氏 ハ小 見 ノ屍 禮 解 剖 ノ成 績 ヨ リ腸 間 膜 淋

巴腺 ノ結 核 ハ例外 ナ ク淋 巴 流 ニ ヨル モ ノニ シテ

源匠 域 二特 殊 ナ ル攣 化 テ認 ム ト。

肺 臓 二於 ケル侵 入部 位 二 關 シテハParlow氏

以 來 多 〆 ノ病理 解剖 學 者 及 臨 躰 家 ニ ヨ リ結 核 菌

ハ侵 入 門戸 二必 ラズ 固定 的 結 核病 攣 ヲ惹 起 シ而

シテ部 局淋 巴腺 テ侵 シ次 イデ全 身結 核 テ綾 嚢 ス

ル モ ノナ リ ト認 容 サ ル。 此 ノ事 實 二 基 キRan。

ke,Ghon氏 等 ノ所 謂Prim乞rkomplex論 ノ

登 表 テ見 ルニ至 レ リ。

斯 ク ノ如 ク腸 管 及 肺臓 二於 テハ侵 入部 位 二結 核

性 攣 化 ラ嚢 生 スル モ ノ ナル ガ皮尚 二於 ケル進 入

部 位 二就 テハ研 究 者 ニ ヨ刃魑 々 デ ア ル。

Cornet,Manfrediu.Friscou.Frisco,Take-

yau・Told,Lewandowsky氏 等 ハ皮膚 二獲}化

テ作 ル ト述 べFritsche.Babes,Courmontu.

Lesieur,C.Fraenkel,K6nigsfeld,加 藤 氏等

ハ慶 化 テ認 メズ ト云 フ。

余 ハ次 二記 述 スル本 實 験 二於 テ結 核 菌 テ塗 布 セ

ル湖 冥30頭 ノ塗 布 局 所 皮虜 ニ ハ實験 全 経 過 中

何 等 病的 攣 化 テ登 生 セズ、 且 ツ結 核 菌 塗 市 後 時

間 的 二局 所 皮慮 ノ顯 微 鏡 的所 見 二於 テ進 入 セ ル

結 核菌 二封 シ皮 下 ノ喰菌 性 細胞 ノ活 動 スル状 態

テ登 見 スル コ トナ シ。

K6nigsfeld氏 ハ皮 慮 二漿 化 ノ 螢 生 セ ザ ルハ皮

窟 ト結核 菌 ノ親 和 性乏 シキ黙 ヨ リ読 明 セ ル モ寧

ロ之 レニ封 シテハ皮 慮 ヨ リ進 入 スル結核 菌 籔 ガ

少 キ爲 メ皮 下 喰 菌性 細 胞 テ刺 戟 シ其 ノ活動 テ起

サ シム ルニ足 ラズ全 ク無 關 係 ノ態 度 ラ以 テ菌 ノ

通 過 ラ許 スモ ノ ト論 ズ ル ガ妥 當 ナ ルベ シ。

又 タ所 属 淋 巴腺 ノ態 度 二關 シテ、

Cornet氏 ハ4000頭 以 上 ノ侮 瞑 ラ使 用 シテ次 ノ

如 ク主張 セ リ。

艦 内 二侵 入 セ ル結 核 菌 ハ進 入 門戸 二於 テ最 初 ノ

最 モ重 要 ナ ル攣 化 テ起 ス、 而 シテ ソ レヨ リ全 ク

規 則 的 ニー 歩 一歩 進 行 スル。 跳 躍 的 傳 播 二封 シ

テハ決 定 的 二反 封 セ ネ バ ナ ラヌ ト、是 レ所 謂

DasCornetscheLokalisationsgesetzニ シ テ

之 レニ讃 意 ヲ表 スル學 者 多 シ。

所 屡腺 ニハ攣 化 テ形 成 セ ズ、査 チ ニ血 流 テ介 シ

テ傳 播 スル モ ノナ リ ト論 ズ ル學 者 二就 テへ

Wakushima氏 ハ海 猿 ノ下腹 部 皮 下 二結 核 菌 テ

注 射 シ氣管 枝 腺 ノ攣 化 テ認 メLubarsch氏 モ例

外 トシテ所 屡 淋 巴腺 テ飛 ピ越 シテ結 核 菌 ノ進 入

スル コ トヲ嚢 見 シ結 核 攣 化 ノ分 布 ニ ヨ リ進 入部

位 ハ決 定 セズ ト云 フ。

L・6wensteinundMoritz氏 等 ハ 實験 的 二注 射

セ ル結 核 菌 ガ速 カニ流 血 申 二顯 ハ レ淋 巴腺 二攣

化 ラ顯 ハ サザ ル前 二遠 隔 ノ臓 器 二轄 移 テ起 ス ト

登 表 セ リ。

其 ノ他OrthundRabinowitsch,Bongart,

DurandundCharchanski,Weichselbaum,

Blumenberg氏 等 モ各方 面 ヨ リ 淋 巴 腺 ガ無 條

併 ナ ル濾過 器 ニ ア ラズ菌 ハ直 チニ血 流 二進 入 ス

ル モ ノナ ル コ トテ圭張 セ リ。

本邦 二 於 テ 佐 多 博 士及 其 門 下加 藤 、 細 見、 宮

本、 清水 氏 等 ハ部 局 淋 巴腺 ノ侵 サ レザ ルニ既 二

結 核 菌 ハ流 血 中 二進 入 ス ル コ トテ實験 的 二謹 明

セ リ。

余 ノ實 験 ハCornetschesLokalisationsgesetz

テ土 台 トシテ 出登 シ 然 モ全 ク氏 ノLokalisati-

onsgesetzニ ー致 セ ル成 績 テ示 シ塗 布 局所 淋 巴

腺 二最 モ強 キ攣 化 テ呈 シ更 ラニ進 ンデ深 部 腸 骨

淋 巴腺 ヲ侵 シ脾 臓 二達 ス。 全 ク規 則 的 二攣 化 テ

起 シ血流 テ介 シ進 行 セル慶 化 テ見 ズ。 顎 下 及頸

部淋 巴腺 及 肺 臓 二於 ケル攣 化 ハ塗 布 部 位 ノ結 核

菌 ニ ヨ ル経[1感 染 ト見 ル ベ ク其 ノ攣 化 ハ甚 ダ輕

度 ナ リ シ事 テ認 メ タ リ。

余 ハ叉更 ラニ皮膚 感 染 ト発 疫 トノ關係 二就 テー

新知 見 ヲ認 メ シラ以 テ此腱 二記 述 セ ン.



螂 小野=結 核菌 ノ健康皮膚蓮適 二關ヌ,レ研究及之 レが免疫 トノ蘭係 二就 テ 牒13巻

第二章 腹壁皮膚戚染試験

第一頃 實験材料及實験方法 ンクフルト菌株ハ百萬分 ノー建 ノ皮下注射ニヨ

實験動物 ハ大約200瓦 内外 ノ健康海猿 ヲ選 ビ1リ 海瞑 二40日 目ノ解剖 ニヨリ著明ナル結核性

週間以上飼馴 シタルモノラ使用 セリ。 攣化テ淋巴腺及脾臓 二詮明セリ、

結核菌ハ北里研究所保存強毒菌株 フランクフル 本菌株 ノ「グリセリンーブヰヨン」30日 間培養ノ

ト株 テ使用 セリ.モ ノテ生理的食藍水 ヲ以 テ浮游液 トナシ1蝿 中

結核菌 ノ皮膚通過試験ハ皮膚 ヨリノ感染試験 ナ 結核菌100冠 テ含有 セシムル濃厚菌液 ヲ製 シ塗

ルテ以テ重要ナル因子 ノー ツハ使用菌株 ノ毒力 布材料 トナセリ。

ナ リ。余ハ實駒 テ行 フ初二當 リ該 フランクフル 結核菌浮游液 ラ塗布 スベキ腹壁皮膚ハ右側鼠践

ト株 ノ湖 冥二封 スル毒力 ヲ検定セ リ。其 ノ成績 部 テ選 ピ直径約3仙 米大 ノ皮膚面 テ絶封二損傷

ハ第1表 二於 テ知ル如 ク本實験二使用 セルZ2セ ザル檬大 ナル注意 ノ下二静 カニ其 ノ毛髪テ鋏

第1表 人型フラソクユと上菌株ノ海狸二樹スル毒力試験

動番

物號
注射菌量

盟 重 解 剖 所

注射崩 母響 難 騙腰蹄畷謝 肺劇
1

1竈

200 210 40日 膿瘍形成
●● ●●
●●

一 十

2 190 180 40日 膿瘍形成 ●●
●● ●● 一 十

10,000

3 200 180 40日 膿瘍形成 381・ ・
一 十

4

1瑳

220 230 4・日 鵬 形成 轟i・L
一 ■

5 180 210 40日 膿瘍形成 ●
●● ● 一 十

100,000

6 190 220 40日 膿瘍形成 ●● ● 一 一

7

1瑳

200 脚 40日
1

膿瘍形成 ●● ● 一 一

8 210 230 40日 膿瘍形成 ●
}

● 一 一

1,00じ,000

9 230 250 40日

～

膿瘍形成 ●
ヨ

● 一 一

見

十

一
十

一
十

十

備考 酬 部位ハ服 部皮下 ・米撚3桓 大 晶 碗豆大:3大 豆大似 磁 之)

切 シ萬一其際損傷テ與ヘタル時ハ之 レテ除去 シ

鋏切 テ終ヘタル後皮膚面 二於 ケル肉眼的損傷 ノ

有無 テ精査 シ何等異常ナキモノテ選べ リ。

次 イデ局所へ結核菌浮游液 ノ塗布方法 トシテ加

賀谷氏ガ赤痢菌及「コレラ)菌二就テノ實験 ラ参

照 シ氏 ノ所謂 「エーゼJ起毛法ラ探用セリ。即チ

滅菌 シタル大白金耳テ用 ヒテ海猿 ノ無損傷勢毛

皮膚試験部位 二菌液 ラ3「ヱーゼ」置キ該白金耳

ノ線部 テ動物 ノ長軸 二直角二維持 シツ・水李二

十

十

十

十

十

十

十

十

十

動物 ノ登毛方向二逆 二動 カシテ毛テ起 ス檬ニシ

決 シテ皮膚 テ塗擦 スルコトナク毛間テ通 シテ菌

液 テ完全 二皮膚 二接鯛 セシムル方法ナリ。塗布

テ終 リタル後1時 間ニ シテ塗布面テ軽 ク生理的

食盟水 テ含 メル「ガーゼ」テ以テ撒同洗 ヒ表在性

ノ結核菌 テ取 リ去ル。

爾之 レト同時二菌液 テ全然塗布 セザル健康海猿

テ試験獣五頭二封 シー頭 ノ割合ニテ同棲セシメ

後者二接鰯感染ニヨル結核性慶化ノ登生スルヤ
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否ヤヲ観察セリ。

第二項 臨躰的所見

試験獣及同封照 トシテ加ヘタル同棲獣 ハ3日 目

毎二該動物 ノ健康欺態特二塗布局所 二於 ケル病

的攣化 ノ登現及所囑淋巴腺 ノ腫脹如何 テ観察 セ

リ。其 ノ臨躰的所見第2表 ノ如 シ。

第2表 側腹壁通過試験 臨肱的所見

番號
禮 重 塗布局所

所 見
生 存
日 数

ドツ ベ ル

ク リソ」

皮 内反 癒

淋 巴 腺 腫 脹 蛮 見

試劇 欝 撫 劉 其他表在腺
ユ0 210 290 異常 ナ シ 40日 十 24日 目 陰 性
11 200 290 異常 ナ シ 40日 十 18日 目 陰 性
12 230 320 異常 ナ シ 40日 十 陰 性 27日 目顎下腺腫大

13 205i 280 異常 ナ シ 40日 一 陰 性 陰 性 ●

・4!220 300 異常ナ シ 40圓 十 18日 目 陰 性
15 210 280 異常 ナ シ 40日 十 18日 目 30日 目顎 下腺腫大

16 200 】80 異常 ナ シ 21日 / 21日 目 陰 性
17 210 300 異常 ナ シ 40日 十 21日 目 陰 性
18 210 270 異常 ナ シ 40日 十 18日 目 陰 性
19 200 290

}

異常 ナ シ 40日 十 21日 目 陰 性
20 190 270

}

異常ナ シ 40日 十 24日 目 陰 性

i21 210 290 異常 ナ シ 40日 十 18日 目 30日 目顎下腺腫大

皮

膚

感

染

試

験

動

物

22 220 295
一

異常 ナ シ 40日 十 21日 目 陰 性
23 200 300 異常 ナ シ 40日 十 24日 目 陰 性
24 230 340 異常 ナ シ 40日 一 陰 性 陰 性
25 200

　
285 異常 ナ シ 40日 十 21日 目 陰 性

261230
§

300 異常 ナシ 40日 十 21日 目 陰 性
27i220 300

き 異常ナ シ 30日 十 24日 目 陰 性
28i2・ ・132・ 異常 〃 40日 繭 陰 性 陰 性

129飢 ・
}295異 常 ナ シ 40日 十 21日 目 陰 性

30210 300異 常 ナ シ 40日 十 18日 目 陰 性
31200 310

髪

異常 ナシ 40日 一 陰 性 陰 性
32 i180 280 異常 ナシ 40日 十 21日 目 陰 性
33 190 290 異常 ナシ 40日 十 21日 目 陰 性
34 220 300 異常 ナシ 40日 十 18日 目 33日 目顎下腺腫大

35 190 285 異常 ナ シ 40日 十 24日 目 陰 性
36 2】0 205 異常ナ シ 14日 / 陰 性 陰 性
37 210 210 異常ナ シ 17日 / 陰 性 陰 性
38 200 300 異常 ナシ 40日 十 24日 目 陰 性
39 200 290 異常ナ シ 40日 十 21H目 陰 性

同

樹

照

動

物

40 190 310 / 40日 一 / 陰 性
41 200 340 / 40日 十 / 30日 目顎下腺腫大

42 200 330 / 40日 一 / 陰 性
43 230 380 / 40日 一 / 陰 性
44 210 330 / 40日 一 / 陰 性
45 210 340 / 40日 噛 / 陰 性
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塗布局所皮膚面 ノ観察ハ精密 二之 テ検査 シ局部

漿化ノ登見二努 メタルモ該局部ハ本實験 ノ全経

過 二於 テ全部何等病的攣化テ登見スルコトテ得

ズ全 ク無攣化 ノ獣態二於 テ生存 セシモノナリ。

生存日撒 テ40日 トナシタルハ淋巴腺 ノ腫脹ス

ルコ トノ程度ニ ヨリ菌 ノ進入スル部位 テ知ルニ

便ナラント思考 セルタメナ リ。

「ツベルクリン」皮内反慮ハ屠殺1日 前二1鋤冥ノ

胸部皮膚 ヲ抜毛 シ之 レニ薔「ツベルクリンJ/50

倍液 テ0・i蝿皮内 二注射 シ48時 間後二該部 ノ

反磨 ヲ検査 セルナ リ。

本反慮ハ淋巴腺腫脹所見 ト殆 ンドー致 セル成績

ヲ得 タリ。

所厩淋巴腺 ノ腫脹ハ結核菌塗布動物30例 中23

例 ノ多撒 二於 テ認 メ菌液塗布後20日 前後二於

第3表 側腹壁通過試験

テ腫脹 テ醐診 シ得タリ、而 シテ是等 ノ所屈腺 ノ

腫脹ハ其 ノ後 日ヲ経 ルニ從 ヒ其 ノ大 サ及硬度テ

檜加ス。

残iル7例 中5例 ハ40日 ノ全経過中全 ク所囑腺

ノ腫脹 テ認メ得ズ。他 ノ2頭 ハ早期 二発死 シ、

其 ノ腫脹 ラ鰯 レズ、其 ノ他表在性 ノ鰯診 シ得ル

淋巴腺ノ内顎下腺 二於 テ5例 菌液塗布後30日

前後 二於 テ其 ノ腫脹ラ鯛診 シ得 タリ。

第三項 解剖的所見

解剖的所見ヲ通覧 スルニ結核性病攣 ノ最モ強キ

モノハ結核菌液塗布側所属淋巴腺ニシテ小豆大

乃至大豆大二腫脹 シ中心部ハ皆乾酪檬奨 性ラ呈

シ之 レガ塗抹標本 ノ抗酸性染色 ニヨリ常二結核

菌 ラ謹明セリ。且 ツ其 ノ解剖的所見ハ全 ク臨林

的所見 ト全 クー致 セル成績 テ示 ス。

解剖的所見

皮

膚

感

染

試

動

物

番

號

10

一

11

一
12

一
13

一

14

一

15

一
16

一

17

一

18

肺 副 脾

■
き

臓 ≧臓

19

一
20

十

21

22

一
23

一
24

25

十

十

ヒ ー

臓

十

一
十

一
十

=

一
十

一
十

一十

一
十

「
十

十

一十

一
十

一
十

一十

一
二

十

腎

臓

淋 巴 腺

塗 布 側

顎
下
腺

鼠
霞
腺

●.
而
●.
三

二
●.
●.
蕊

●.
皿・
●.

頸

腺

●.

・
●.
]●.
万

●.
　・
●.
【●.
三

●.

● ● ●

_■_

1______

●!●

一[一

　　

_1_

●

反 封 側 其 ノ 他

枝

腺

氣

管

腋
下
腺

耳
下
腺

頸

腺

顎
下
腺

鼠
険
腺

腋
下
腺

耳
下
腺

二i

二

一

●

二

二
●.

●}一

●

一一州 一

一噂1■ 脚

胸隔

縦腺

腸膜

間腺

引

腸
骨
腺

鴫
抽
碗

皇

●.

● ●i

_1____

●

一
●

一

●

●●
す

●

●

●

●

●
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三

=
=
=

≡

一

三

+

=

三

二

二

二

二

二
+
一
二

二

欄

26

27

28

29

30

31

32

33

34

壽

墓

39
亙
芸

亙
彰

験

動

物

同

封
照
動
物

十

　 　ミ　

二馴二

ニ ヒ
土1-
十

1一

 

三

二
二

二

●.
而
三

●.
●.
●.
　

三

三

二

二

+
一土

二
土

土

二

一
三

・
=

二
・
●.
亘

・
●.
而

一
=

三

禰

二

土

土

+

十

、一1一 一

●

●

●

●

一1-i

●{一

二i
●◎ ●

三

三

二
三

三

三

一三

一三

三

三

三

蔓

三

三

二
二
二
二
●● ●,二 　

1

・

・
三

●

●●

●

㎜●

●

●

●

次 イデ張キ憂化テ起セシモノハ腸骨腺ニシテ所

属淋巴腺 ノ腫脹セル全例数 二於 テ米粒大乃至小

豆大二腫脹 シ中心部 二輕度 ノ乾酪様攣性 テ示

スo

封 照 トシテ同棲 セ シメ タル例 ノ動物 二於 テハ斯

ク ノ如 キ攣 化 テ右側 鼠践 淋 巴腺 及腸 骨淋 巴腺 ニ

ハ全 ク認 ムル コ トラ得 ズ。

其 ノ他 ノ淋 巴腺 二於 テ腫 脹 セ ルモ ノハ顎 下腺 及

頸 腺 ニ シテ顎 下腺 二於 テハ塗 布 試験 動物2,1,例

封 照 同棲 動 物21例 腫 脹 テ認 ム。頸 腺 二於 テハ

顎 下腺 ノ腫 脹 二随 伸 シ腫 脹 テ來 ス。

内臓 二於ケル結核性攣化 ノ最モ強キ ハ脾臓ナ

リ。次 イデ肝臓及肺臓 ナリ。脾臓 ノ攣化ハ右側

鼠践腺 ノ攣化ニー致 シ経皮感染 テ起 セル側ハ何

レモヤ・腫大 シ粟粒大乃至米粒大 ノ結節 ヲ認

ムo

肝臓ハ経皮感染ヲ起セル例 ノ内小撒 二於 テ嬰實

大乃至粟粒大 ノ小結節散褒 セルテ認 ム。

肺臓 ノ攣化ハ大罷 二於 テ頸腺 ノ腫脹 トー致セル

成績 テ示 セリ。

結核菌塗布局所ハ 「パラフ,ンJ切 片作成 ノ上顯

微鏡的 二精査セルモ何等異常 テ認 メズ。

第三章 結核菌健康皮膚進入 ノ組織學的槻察

以上第二確ノ皮鵬感染試験 ニヨリ結核菌ガ皮膚

ヨリ比較的容易二感染 シ得ルコトテ認メタルガ

更 ラニ結核菌ハ健康 ナル皮慮 ノ如何ナル部位 ヨ

リ進入スルヤニ就 キ次 ノ實験 テ行ヘリ。

禮重200瓦 内外 ノ健康海猿 テ選 ビ之 レテ固定板

二固定 シ、其 ノ側腹壁 テ型 ノ如 ク鋏毛 シ無傷 ナ

ル部分 二第三章 二述ベタル ト同檬 ノ方法ニテ結

核菌液帥チZ 一乏之 之2ル ト菌株1蝿100甦 ノ菌

液塗布 シ1時 間、2時 間、4時 間、8時 間 ノ各時

間二各々2頭 宛其 ノ塗右局所 ノ皮慮ラ切除 シ「パ

ラフィン」切片ラ作成 シ組織二於 ケル結核菌染

色テ行 ヒ顯微鏡的二精査 セシニ何 レノ時間二殺

シタル動物二於テモ常二其 ノ上皮中健康無傷ナ

ル角質層及毛根 二結核菌 ノ存在 スルコトラ認
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ム。皮脂腺及肝腺申ニハ結核菌 テ謹明 スルコト テ得 ザ リキ。

第四章 各種免疫海狸二於ケノγ戚染試験

前述セル如 ク健康海瞑二於テハ余 ノ探用セル方

法ニヨリテハ結核菌ハ無損傷 ノ皮膚 テ通過 シ其

ノ所屡淋巴腺二先ヅ憂化 ヲ作 リ次第二侵入 シ全

身性結核 ヲ起 スコトテ認メ得 タリ。

余 ハ更 ラニ進 ンデ免疫 ト皮膚通過 トノ關係テ實

験 スベ ク企テタリ。

結核 ノ免疫 テウ悶題 ハ結核菌 ノ登見以來最 モ盛

二研究 サル、而 シテ之 レラ大別 シテ三種類 トナ

シ得ベ シ。

即チ生菌冤疫、死菌免疫及無毒生菌冤疫ナ リ。

舷 二R6mer氏 ノ實験テ述 ブレバ(海猿二就 テ)

毒野
皮 下 注 射

　

一萬 分 ノー選 十萬分 ノー瑳

1年 以 來 結 核 輕 度 ノ結核感
染 部墾 化ナ シ

再 感染 ニハ何
等異常ナ シ

3ケ 月以來結核 中等度 ノ結核
再 感染異常 ヲ
認 メズ

死 菌 免 疫 重症結核 重症結核

無 毒 菌 免 疫 重症結核 重症結核

野 照 動 物1重 症結核 重症結核

生菌 免 疫 二關 シ テ ハKochノ 基 礎 實験 以 來

其 ノ慣値 バ ー般 學 者 ノ充 分 ナ ル認識 ヲ得 タ ル モ

ノ ニ シテ前 記R6mer氏 ノ實 験 二徴 シテ モ明 ラ

カナ リ。 更 ラaHamburgerKrausu.Volk

氏 等 ニ ヨ リR6mer氏 ノ實 験 ノ正 シキ コ トガ立

謹 サ レ タ リ。

死 菌 免 疫 二關 シ テ ハKoch以 來種 々 ナル死 菌

製 剤 二就 テ研 究 サ レ タ ル モ 何 レモ失 敗 二終 レ

リ。

過 去 二於 ケ ル幾 多 ノ實 験 ハ無 占生菌 ノ数 果 少 キ

テ物 語 リタル モ生 菌 発 疫 ニ ヨ ラズ ンバ實数 ア ラ

ザ ル テ フ意 識 ハ逡 二今 日世 界 ノ視 聴 テ集 メタ ル

Calmette氏 ノ「BCGJノ 創 製 トナ レ リ。

次 二記 述 スル實 験 成 績 テ考 察 スル ニ

生 菌 免 疫 ノ数 果 的 ナ ル ハ先 賢諸 學 者 ノ實験 トー

致 シ人型 菌 ヲ以 テ モ牛型 菌 テ以 テモ等 シ ク経 皮

感 染 ヲ防 ギ得 タ リ。

死菌 免 疫 二於 テハ從 來 ノ成 績 ト全 ク異 ル成績 デ

示 シ数 果 少 カル ベ ク想像 サ レタル死 菌 発疫 ニ ョ

リ殊 二人 型 菌 死 菌 免 疫(渡 邊 「ア ンチ グ ン」モ之

レニ含 マ ル)ニ ヨ リ人 型 菌 縄 皮感 染 ヲ確 實 二防

ギ得 ル コ トテ立 謹 シ得 タ リ。 牛 型 死 菌 免疫 ニ ョ

リテ人 型 菌 ノ経 皮 感 染 ハ防 グ コ トヤ ・困難 ナル

モ ノナ リ。

「LCGJ二 關 シテ ハ余 ハ既 二渡 邊 博 士指 導 ノ下

二原 澤 博 士 ト共 ニ カ ル メ,ト 氏 ザBCGノ 實験

的 研 究 ト題 シ細 菌學 雑 誌 第417,8號 二蛋 表 シ

其 ノ病 原 姓 ナ キ コ トヲ認 メ更 ラニ見 疫 學 的 二数

果 少 ク殊 二Calmette氏 ノ経 口冤 疫 ハ 皮 下見

疫 法 二比 シテ更 ラニ数 果 少 キ ラ立 誼 セ リ。

本 實験 ニ テ ハ赦 果 ヤ ・勝 レ タル皮 下 注 射 法 ヲ探

用 シタ ル モ経 皮 感 染 テ防 グ黙 二就 テ ハ牛型 死菌

発 疫 動 物 ニー 致 セ ル成 績 チ得 タ リ、蓋 シ 「BC

G」 ハ元 來 牛 型 菌 ナル テ 以 テ斯 ル成績 ラ 得 タル

モ ノナ ラ ンモ病 原 性 テ有 セザ ル生菌 ノ免 疫数 果

二封 シテハ期 待 シ能 ハ ズ。

Calmette氏 ガ 「BCG」 ヲ牛乳 二 混 ジ初 生 見 二

投 與 スル コ トハ將 來 牛 乳 ニ ヨル牛 型 菌 ノ感 染 二

封 シテハ或 ル程 度 マ デ数 果 ア ラ ンモ結核(人 型 ン

ニ感 染 シ易 キ環 境 ニ アル小 見 ノ豫 防 ニ ハ其 ノ歎

果 ハ未 ダ断 定 スル域 二達 セズ。

K6nigsfeld氏 其 ノ他 経 皮 感 染 デ 承 認 スル學 者

ハ之 レガ豫 防 二封 シ大 ナ ル注 意 ヲ喚起 セ シメ居

ル モ結 核 菌 ノ経 皮 感 染 ハ未 ダ結 核 感 染 ラ起 サザ

ル者 二封 シテ ハ起 リ得 ベ キ モ 人 髄 病 理 解 剖所

見、 「レン トゲ ン」窩 眞及 「ツベ ル ク リン」反 慮等

ノ示 ス如 ク、 我 々生 胎 バー定 年 齢 二達 ス レ♂注

ト シテ肺 臓 二結 核 ラ有 シ免 疫 トナ リ居 ル テ以 テ

成 人 二於 テハ皮 膚 ヨ リ ノ感 染 ハ甚 グ稀 ナ ルモ ノ

ト謂 フベ シ。

1874年Demet,Paraskovau.Zablonis氏 等

ガ55歳 ノ男 子 ノ左 上 謄 ノ皮 虜 二結 核 患 者 ノ喀

疾 テ塗 擦 シ、 解 剖 上 肺 尖 及 肝 臓 表 面 二結 節 テ認
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メ タル報 告 アル モ該 實 験 二於 ケ ル 内臓 ノ結 核 ハ

余 ノ實 験 ヨ リ思考 ス レバ皮 膚 ヨ リ進 入 セル結 核

菌 ニ ヨ リテ起 リタル モ ノニ ア ラザ ル ベ シ。

第 一項 實 験 材料 及 實 験 方 法

實験 動物 ハ盟 重200瓦 内外 ノ健 康 海 猿 ラ選 ピ1

週 間 以 上飼 馴 シタ ル モ ノテ使 用 セ リ。

冤 疫 材料 ト シ テ フ ラ ンク フル ト菌 株 生菌 及 死

菌 、 牛型 結 核 菌 三輪 株 生 菌死 菌 渡 邊 義 政 博 士 ノ

ー 新冤 疫 元 渡 邊 「ア ンチグ ンj及rBCG」 ラ使 用

セ リ。

フ ラ ンク フル ト菌 株 及 三輪 菌 株 ハ共 二 「グ リセ

リンープヰ ヨ ン」30日 間培 養 ラ使 用 シrBCGjハ

「グ リセ リ ン」馬 鈴 薯培 地30日 間培 養 テ使 用 セ

リ。

免 疫 方 法 ハ次 表 ノ如 シ。

免 疫 種 剰 齢(副 注 射 部 位
フ ラ ンク フ ル ト 一 萬 分 ノー 腹 腔 内
生 菌

フ ラ ンク フ ル ト

{

一

}

右側腋窩皮下
死 菌

牛型三輪生菌 一 萬 分 ノー 腹 腔 内

午型三輪死菌 一 右側腋窩皮下

渡邊 ヂア ソチ ゲ ン」 一 右側腋窩皮下

BCG} 一 右側腋窩皮下

フランクフル ト及三輪死菌ハ囁氏80度1時 間

加熱 セルモノ、皮膚感染ハ斯 クノ如 クシテ見疫

セル後3週 間目二第二章第一項 二述ベタル ト同

一方法 ラ以テフランクフル ト菌株30日 間培養

ノ1髭 中100彪 生理的食盤水菌浮游液ヲ直径約

3仙 米大 ノ鋏切セル鼠践部 ノ健康皮膚 二塗布 セ

リ。

第二項 實験成績

塗布後1週 侮二塗布局所 ノ病的攣化 ノ襲現及所

属淋巴腺 ノ腫脹如何 テ観察 シ第6週 目二屠殺解

剖セリ。

其 ノ所見ハ第4表 二示ス如 ク塗布局所ニハ實験

期間中全試験動物二何等 ノ病的攣化ヲ認メ得ザ

リキ、且 ツ屠殺後該部ノ「バラフインj切片二就

キ顯微鏡的検査ヲ行 ヒタ ル モ何等異常ラ認メ

ズ。

所屡淋巴腺 ノ腫脹ハフランクフル ト生菌免疫動

物、 フランクフル ト死菌発疫動物、渡邊 「アン

チグン」冤疫動物及三輪牛型生菌晃疫動物 二於

テ各 ・々1例、 三輪牛型死菌免疫動物及 「BCG」

免疫動物二於 テ4例 宛、封照 トシテ行ヘル健康

動物 二於テ8例 ノ割合褒見シ該腫脹 セル淋巴

腺ニハ解剖上及顯微鏡的検査二於 テ申心部二乾

第4表 各種免疫海狸二於ケル皮膚感染試験

動物

番號

免疫 盟 重
ヂツベ ル ク リ

ン」 反 慮 所 属 淋 巴 腺 腫 脹 登 見(週) 皮膚

聯

解剖所見

棚 簸 前撫 時簸 前麟 時 ・}2i314i5い 礪 晦 下腺
54

;

亥

多
ト
生
菌

150 200 一 十 一 一 一 ;_ 一 「 一 一 一

55 180 200 一 十 一 一 一 一 一 一 一 一 燭

56 180 200 一 十 一 一 コ 一 剛 聯 一 繭 一

57 170 200 一}+ 一 一 一 一 一 一 一 囎 一

58 200 210 一i_ 一 一 鴨
死(+) / /

一 ●● 一

59 190 210 一i+ 一 一 一 一 一 一 嗣 一 一

60 200 220 一1+ 一 一 一 一 一 一 一 幽 一

61 180 200 一i+ 一 一 一 軸 一 口 一 一 一

62 180 210 ■_齢i_ 一 一 一 一 一 一 一 一 一

63 190 220 _i+ 一 一 一 一 一 一 一 一 一

64

;
y

200 220 一 十 一 一 一 一 一 一 一 一 一

65 160 200 一 十 一 一 一 一 一 一 一 一 一

66 190 210 一 一 一 一 一 一 醐 欄 嗣 一 一

67 160 200 一 十 一 一 一 一 口 輔 一 一 一
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メ

1

㌦
68 ク

フ

♪レ

ト

死

菌

170 200 一 一 一 一 一 死(一)}/ / 一 一 一

69 190 190 一 十 一 一 一 一i一 一 轍 一 一

70 180 210 一 十 一 一 一 司 一 一 一 鼎 一

71 180 220 一 十 一 一 一 一 一 一 一 一 一

72 180 200 一 一 一 一 一 十 十 十 一 ●
●●

一

73 170 210 一 1+ 一 一 一 一1一 鳳 一 欄 一 一

74

渡

邊

デ

ソ

チ

ゲ

ど

160 200 一 一 一 一 一
十 、 十 十 一 ●● 一

75 190 210 一 十 一 一 一 一 一 一 一 一 一

76 190 220 一
婁

十 一 一 一 _}_ 一 一 一 輔

77 190 210 一 十 一 一 一 一 死(一) / 一 一 一

78 170 210 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

79 160 200 一 十 一 一 一 一 死(一) / 醐 一 鱒

80 190 210 一 十 一 一 一 一 帽 一
}

一 一 一

81 200 220 一 一 一 一 一 一 _}_ 一 輯 一

82 160 200 嗣 十 一 一 一 一 一 一 一 一 一

83 160i190 一 十 一 一 一 一 一 一 一 一 一

84

三

輸

牛

型

生

180 190 一 十 醐 一 一 一 一 一 一 嗣 一

85 200 200 一 十 一 一 一 一 一 一 一 ヨ ー
86 190 220 一 一 一 一 一 死(+) / / 一 ●●「
87 190 2】0 一 十 一 一 一 一 一 一 一 一 一

88 170 190 一 十 一 一 一 一 一 一 一 一 一

89 170 190 一 十 脚 噛 一 一 一 一 一 一 一

90 200 210 幽 十 一 縣 一 一 一 一 一 一 一

91 180 200 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
一 一

92 薗{ 170 200 一 十 一 一 一 一 輔 一 一 一 一

93 200 230 騨 十 醐 一 一 一
死(一) / 一 一 一

94

三

輪

牛

型

死

菌

180 200 一 十 一 司+ 十 十 十 一 ●
●●

幽

95 200 210 一 十 一 一 一 一 一 一 一 一 一

96 190 220 一 一 一 一 十 十 十 一 一 ●
●● ●●

97 】90 210 一 一 一 一 一 十 死(十) / 一 ●● 一

98 170 210 一 十 一 一 一 一 一 一 一 一 一

99 170 2QO 脚 十 一 一 一 一 一 一 一 一 一

100 200 210 一 十 一 一 一 一 囎 一 一 一 一

101 180 220 一 一 一 一 一 十 十 十 一 ●● 一

192 200 230 一 十 一 一 一 一 一 一 一 一 一

103 180 230 一 十 一 一 一 一 一 一 一 一 一

104

唐

C

G

200 330一 十 一 一 剛 一 一 一 一 醐 一

105 190 200-・ 一 一 一 十 十 十 十 一 ●}
●●

●●

106 180 210 一 十 一 一 一 一 一 一 一 一 一

107 190 210 一 一 一 一 十 死(+) / / 岬 ● 一

108 200 230 嗣 十 一 一 一 一 瓢虚 一 一 幽 一

109 200 210 一 十 一 一 一 十 十 十 一 ●● 一

110 210 250 一 一 一 一 十 死(+) / / 一 ● 一

111 200 2401一 十 一 一 輔 一 一 一 繍 一 一
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112
一

113
一

114

一

健

康

封

照

動

物

115

116

117

U8

119

120

121

122

123

190

190

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

220

230

200 /

240/

200/

230/

220

230

/

7

250/

250

210

/

7

2301/

十

十

+1+
死(+)i/

十 !e9●

/ i● ●

十 十 十 十 1轟

十 十 十

一 十 十

十 十

十 十 十

十

+}
　㎞ 一一1-一一一一一一

十

r十

一i-}+i++ 十 一

●
●●

●●

●
●.

・
●●

・
●.

●●

酪檬攣性 ラ有セル結節テ認 メ結核菌 テ謹明ス。

塗布 セル結核菌 ノー部ニテ食餌 ト共二経 口的二

顎下腺二進入 シ結核病攣 ラ起ス例 ハ三輪牛型死

菌免疫動物 「BCGJ冤 疫動物及封照動物二各々

1例 褒見セリ。

屍艦解剖上ユ 虹 クフル 吸 三輪生菌免疫動物

二於テ・・何 レモ肺臓、肝臓、脾臓、網膜及腸間膜

淋巴腺 二張キ結核性攣化 ヲ示 ス。其 ノ他 ノ實験

動物即チ?一ランクフル ト及三輪死菌冤疫動物、

渡 邊 「ア ンチ ゲ ン」発 疫 動 物 ジBCG屍 疫 動 物 及封

照 動物 二於 テ所 囑 淋 巴腺 ノ腫 脹 セル モ ノハ大 艦

第 二章 第 三項 二於 ケ ル ト同様 ノ結 核 性 攣 化 テ内

臓 二認 ム。

本實 験 二於 テ モCornet氏 ノLokalisationsg-

esetz二 反 ス ル例 即 チ表在 淋 巴腺 ラ越 エ テ深 部

淋 巴 腺或 ハ 内臓 二結 核 性 攣 化 テ形 成 セル モ ノハ

1例 モ ナ シ。

第五章 結

前述 シタル余 ノ各實験成績 テ綜合 スレバ次 ノ結

論 二到達スベシ。

健劇 鋤冥ノ側腹壁 ノ健康無傷ナル皮膚面二結核

菌 ノ俘游液 ラ塗布スル時へ

1、 塗布局所皮慮 ニハ何等 ノ病的漿化ヲ登生セ

ズ、皮慮 テ貫通 シテ進入 シ、

2、 一定期間 ノ後 二於 テ所屡淋巴腺先 ヅ腫脹

シ・更 ラニ進 ンデ深部淋巴腺及脾臓 二定型的結

核憂化ラ登現 セシム。

3、 一部 ノ結核菌ハ経 口的二顎下淋巴腺 ラ侵 シ

頸部淋巴腺 ヨリ肺臓 二至ル。

4、 結核菌塗布後 ノ皮慮 ノ顯微鏡標本二於テ角

質層及毛根部二結核菌 ノ迷入 セル歌態 テi澄明

論

ス
。

冤疫海狽 ノ側腹壁 ノ健康無傷ナル皮膚面 二結核

菌 ノ浮游液 テ塗布 スル時ハ、

5、 塗布局部皮膚ニハ何等 ノ病的攣化 テ登生セ

ズ。

6、 一定期間 ノ後 二於ケル所屡淋巴腺 ノ腫脹ハ

Z2三 クフル ト及三輪生菌発疫動物 フランクフ

と 無死菌及渡邊 「アンチグン」冤疫動物各々10

頭中何 レモ1頭 宛、三輪死菌免疫動物及rBCGJ

発疫動物各々10頭 中何 レモ4頭 宛、封照健康

動物10頭 中8頭 ノ割合 ナリ。

欄筆二臨 ミ北里研究所部長渡邊義政博士ノ御指

導雄二御校閲二封 シ満腔 ノ謝意 ラ表 ス。
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